
巡視艇中検修理 (8-No.4)

仕 様 書

第 八 管 区 海 上 保 安 本 部



第一章 般

この修理は、船舶安全法その他関係法令に基づいて施工し、所要の検査に合格 しなければならない。

また、検査に関する手続きは受注者が行い、その検査申請に当っては、検査職員の確認を受けてから行

うものとする。

なお、管海官庁に受理された船舶検査申請書の写 しを検査職員及び船舶技術課に提出するものとする。

2 この修理の施工に当たつては、監督職員の監督を受け、検査職員の検査に合格 しなければならない。

3 この修理に使用する材料は、この仕様書で指示する場合を除き、現在使用している材料と同等の品質又

はそれ以上のものを使用するものとする。また、国等による環境物品等の調達の推進等に関する法律 (グ

リーン購入法)に基づく環境物品等の調達の推進に関する基本方針において、特定調達品目として定めら

れているものにあつては、同基本方針の「判断の基準」及び「配慮事項」に適合する材料を使用する。な

お、船舶安全法等の規定により、本基準に従うことが困難な場合にあっては、監督職員の指示により処理

するものとする。

4 受注者は、監督職員が必要と認めてその旨を指示したときは、工程表を提出し、その承認を受けなけれ
ばならない。

5 この修理の施工に当たり、撤去品等が発生 した場合は、監督職員の指示により処理するものとする。

6 この修理期間中、本船の保安及び災害防止並びに安全管理については、直接本船乗組員の責めに帰すべ

き場合を除き、受注者がその責めに任ずるものとする。

7 この修理期間中受注者は、本船の自活用の電力及び飲料水を供給するものとする。なお、その使用量に
ついては協議のうえ別途契約するものとする。

8 この修理期間中受注者は、修理のために必要な、ほう炊及び居住の代替施設を供給するものとする。

9 この修理期間中受注者は、感染症予防対策にかかる必要な処置を講ずるものとする。なお、詳細につい
ては協議のうえ行うものとする。

10 仕様書に特記の無い場合又は疑義を生じた場合は、監督職員と協議し、監督職員の指示による施工を行
うこと。

11 本文中、特記のない単位はmmと する。

12 仕様書で「官給」と特段記載のない部材については受注者手配とする。

13 弓|き渡し期限

ただし、修理開始日は、

令和8年 10月 22日

令和8年 10月 13日 以降とする。

14 図書及び検査記録等提出期限は、令和8年 11月 20日 とする。



第 二 章  官 給 品

品   名 規   格 単 位 数量 官 給 場 所 備 考

プロベラ用アルミ合金陽極 0125× 80X143 E 受注者工場



船体部

1 船体上下架
(1)主 要 目
総 トン数   26ト ン
全長     19.60m
幅      

｀
4.50m

深 さ     2.31m
(2)滞 架 日数
本修理にかか る滞架 日数は 5日 とす る。

(3)要 領等
上架要領図を参照 し、入念に盤木調整 し、安全確実に上下架を行 う。

居住区等の防汚処置

修理仕様に指示するほか、操舵室、乗員室の各床、椅子、テーブル、ソフ

ァー、階段及び暴露部上甲板にビニールシー ト (延べ約 34甫 )に よる防汚
処置を本修理開始前に施工し、本修理完了後、同処置の撤去及び掃き掃除を

行う。

3 船底保護亜鉛
(1)ト ランサム部に取付けられた保護亜鉛 (300X150X30)8個 の衰

耗状況及び取付け状況を目視により確認し、主任監督職員に速報する。

(2)次に示す保護亜鉛 7個 について取替える。
取替え後、監督職員が指示する保護亜鉛 3個 について導通確認を行う。
船尾管ガー ドプレー トの取外し復旧は付帯とする。、

ア 舵板         (150× 70× 25)    4個
イ 船尾管        (150× 70× 25)     2個
ウ シーチェス ト (消 防) (¬ 50× 70× 25)     コ個

(3)衰耗状況記録書を 2部 (本部 1部、本船 1部 )提出する。

4 清水 タンク
(1)清 水 タンク (FRP製 300リ ッ トル)の マンホール (1個 )を 開放 、
内部清掃を行い、パ ッキ ン (ネ オ プレー ン 5.t 3可 0× 210)¬ 枚取 り
替えの うえ復旧す る。

(2)清 水を補給 し、清水補給後 24時 間経過 したタンクの清水について水質
検査 を受け、水質証明書 2部 (本部 1部 、本船 ¬部 )を 提出する。
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5 受検等



(¬ )舵
ア 両舷舵の完全抜出し、清掃、手入れ、舵軸・軸受間隙計測を行い受検及

び復旧する。

イ 次の部品を交換する。
舵軸管パッキン (Xパ ッキン95φ ×¬25φ X16t)  4個 、

ウ 計測記録表を2部 (本部 1部、本船 1部 )提出する。、
(2)膨脹式救命筏
膨脹式救命筏 (第 1種・ 6人用 藤倉ゴムエ業  Hll年 ¬月製)2基
について、整備認定事業場により、次の法定点検整備を行い受検、復旧す

る。

なお、ウィークリング取替え、自動索 (固縛ワイヤー含む)及 びもやい綱、

同筏の取外 し、復旧は付帯とするヽ

整備後、整備記録表を 2部 (本部 1部、本船 1部 )作成し、提出する。

ア 外観点検
イ ガス充気装置の点検
ウ 艤装品の点検
工 荷重試験
オ 耐圧試験
力 漏えい試験
キ 安全弁作動試験
ク 乗込台機能確認
ケ 自動離脱装置の外部点検及び作動試験 _

コ 積付け等の検査
サ 収納点検
(3)弁類
次の弁を開放、清掃、摺合せ、パッキン取替えのうえ復旧する。

船底弁及び最高航海喫水線以下で船外に通 じる弁について受検する。

ア 船底弁
便所       25AXl個

イ 船外弁
シンク用     40A× 1個

汚水タンク用   25AXl個
冷房用 (排 出)  20AX¬ 個

(4)閉 鎖装置等
閉鎖装置、排水装置、船灯類、索類、航海要具、喫水マーク等を受検、

復旧する。

なお、索類、航海要具の配列及び復旧は乗員作業とする¨
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検査記録

本仕様に基づく船体、機関部及び電気部の検査記録、計測記録等は取りまと

めのうえ製本し、 2部 (本船 1部、本部 1部 )提出する。 ｀

汚物管

汚物管及び便器 2個 (電動マリン トイレ :JABSCOモ デル 37010
DC24∨ )、 電動ポンプ 1台 を取外 し、汚物管清掃、便器底部清掃、ポンプ

取付部のパッキンを取普及びス トーム弁の開放、清掃を行い復 1日する。

汚物管     40A× 約 1.5m
ス トーム弁   40AX¬ 個



第四章 機関部

1 軸系
プロペラ

製造所 かもめプロペラ株式会社
型式  3翼 FPP
数量  2台
プロペラ翼

直径  φ770mm
材質   ALBC3(CAC703)
プロペラ軸

径    φ90mm
長さ 5, 044mm

(1)両舷プロペラ翼及び軸表面を、BCカ ップブラシを使用し清掃 (バ フ仕
上げ)す る。 ヽ

(2)プ ロペラ軸と軸受 (中間・張出)の間隙を計測 し、記録表を 2部 (本部
1部 、本船 1部 )提出する。 、
(3)プ ロペラ軸 トルク (上架前・下架後 クラッチ中立)を計測 し、記録表
を 2部 (本部 ¬部、本船 1部 )提出する。
(4) 官給するプロペラ用アル ミ合金陽極 (φ 125× 80X可 43)2個 を取

替える。、

(5)両 舷プロペラ及び軸表面に防汚塗料 (ベルボ トム 3Kg又 は同等品)を
塗装する。

2 ビルジポンプ
(1)手動ビルジポンプ (ウ ィング式)を 開放、清掃、点検、組立、調整、復
旧、受検する。ヽ

(2)左舷主機駆動ビルジポンプ (自 吸ゴムローター式 ¬30L/minX
5m)1個 の効力試験を受検する。
なお、効力試験操作は乗組員による。

3 諸タンク
(¬ )燃料油タンク
ア 燃料油タンク (1300L× 2個 )の マンホールを開放 し、内部清掃、
点検、手入れ、受検及び復旧する。 、
イ 燃料油 (約 1000L)の 陸揚げ、保管、積込みを行う。・

ウ マンホールパッキン (ネオプレーン6tX600φ )2枚の取替えを行
つ 。



(2)燃料油タンク諸弁
次の弁を開放、清掃、招合せ及び復旧する。

なお、グランドパッキン等の取替えは付帯とする◇

ア 取出弁 (非常遮断弁)      40A
イ ドレン弁 (自 動閉鎖弁)     25A
ウ 油面計元弁 (玉型弁)      20A

4 船底弁
次の船底弁を開放、清掃、摺 り合わせ (バタフライ弁を除く)、 受検、復旧

する。

なお、バタフライ弁についてはスピン ドル及びデイスクを取外す。

パッキン取替、接続配管脱着は付帯とする。

消防ポンプ用 (バ タフライ弁)   125A   l個 _

主機関用 (バタフライ弁)      80A   2個
主機関非常用 (バ タフライ弁)    80A   l個 ・

補助発電原動機用          25A   l個 、

5 効力試験
(1)主 機関の効力試験を実施し受検する。
海上運転成績表を 2部 (本部 1部、本船 1部 )提出する。

(2)非常遮断弁の遠隔閉鎖作動試験 (操作は乗組員による)を 行い、受検す
る。

(3)そ の他検査官指摘事項

検査記録等

本仕様に基づく機関部の検査記録、計測記録は取 りまとめのうえ製本 し、記

録表 2部  (本部 可部、本船 1部 )提出する。

7 空調装置
(1)次のコンデンシングユニットを洗浄剤 (ク リダインBl14又 は同等品 )
10｀ L、 中和剤 (ク リダインN又は同等品)5kgを 使用し、薬品洗浄す
る。

・第 1系統 コンデンシングユニット (WFA-16) 1台
・第 2系統 コンデンシングユニット (WFAH-7) 1台
(2)試験等
各部復旧後、試運転を行い良態を確認する。(ガス漏洩検査及びガス補充

を含む )

なお、フロンガスの回収、充填を行つた場合には、それぞれ「フロン回

２

　

２

　

２

個

個

個
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収証明書」、「フロン充填証明書」を各 2部 (本部各 1部 、本船各 1部 )提

出する。



第五章 電気部

1 絶縁抵抗測定
電気機器及び電路の絶縁抵抗を測定し受検する。ヽ

露出金属部及び金属被覆の接地確認を含む。

(記録表 2部 (本部 1部、本船 1部 )を提出する。)


